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緒 写司
従来，全1:-本選抜のチームには，シニア，ジュ
ニア，ユニパ.の3相類があり， これらのチーム
の体力に関する研究は，数多く報告されている.
(1. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10)しかし 1989年
に17才以下の選手を対象としたユース世界大会が
発足し以後2年に l凶開催されている.従って
このチームの体力に関する研究は数少ない.そこ
で今回全日本ユース男子チームのより良いトレー
ニングプログラムを見出す第 l段階として，体力
の実状を調査し全日本選抜チームとしては最高水
準にあるシニアチームとの比較検討を試みた.
1993年までに開催されたユース世界大会は下記
の通りである.
第 l巨I1989年 アラブ首長国述邦(予選2勝
3 H10 
第2回 1991年年ポルトガル(6位)
*新潟大学保健体育科.ヲ主食追手門学院大学
第3凹 1993年 トルコ ( 2位)
体力測定
測定年月 H及び測定対象者
1989年 10月27日 9名 16，8才
1990年 8月 9日 15名 15，5才
1991年 3月24日 15名 16，2才
1992年 12)119日 25名 15，9才
測定種目及び測定方法
測定種目は， 日本バレーポール協会科学研究部
が定めた「バレーボール選手のための体力測定」
( 2 )のうち16種類である.測定方法は， iバレー
ボー jレ選手の体力測定マニュアルJ(3)に従っ
て実施した.
形態:身長，指高，体重，胸間.
筋力:握力(左，右)背筋力.
敏捷性:サイドステップ， 9 m 3往復走.
ジャン7・力(パワー) :垂直跳 (VJ)垂直跳
到達点 (VJ+指高=VH)ブロックジャンプ (B
J)，ブロックジャンプ到達点 (BJ+両手指高=B
H)スバイクジャンプ (RJ)，最高到達点 (RJ+
指高=RH)，3回跳.
柔軟性:体前屈度，体後反度.
結果及び考察
ユース男子チームの1989年(第 1回測定)から
1992年(第4回測定)の体力の特徴の変化は，図
1，図1の通りである.
身長(図 1)は， 18il.7cm (士3.8cm)，187.3佃
( :!:5.l佃)， 187.0cm (:!::4.9cm)， 188.5cm (4.lcm) 
で年々高くなる傾向にある. 1989年と1992年では
P<0.05で有意な差が認められた.
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図3 Changes of Chest 
指高(図 1)，体重(図2)，に関しても同じ傾
向がみられる.
胸囲(図3)については， 2回目の測定記録が
ないが 1回目91.3cm(:!:3.89cm)， 4回目88.1cm
( :!:4.06佃)で4回目が3回円より2.8cm低くP<O.
01で有意な差が認められた.
握力(左，右)(凶4)ハ 41司の測定ともほほ
同じ値である.
背筋力(図4)は135.7kg(士32.2kg)，163.4kg 
(士21.4kg)，177.7kg (:!:30.3kg)， 168.0kg (:!:19. 
7kg)で3回目の測定が最も高い値である. 1988 
年と1990年でP<O.05，1989年と1991年， 1992年
それぞれP<O.Olで有意な差が認められた.
サイドステップ(図 5)は54.3回(士2.8回)，
51.21回(:! 1.8同)， 56.7回(:!:3.1回)， 54.7回
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図4 Changes of Grip strength and Back strength 
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ランニングジャンフ。(I玄17)は77.4cm(i:.7.7 (i:.3.7回)で3回目の測定が最高値である.
76.0 cm). 77.4佃 (i:.8.3cm)，75.8cm (士8.7叩)， 1990年と1991年で1989年と1990年でP<O.Ol，
2回目が最も高い値であるcm (i:.ふOcm).
が有意な差は認められなかった.
でしo 1で有意P<O.OO1. 1990年と1992年でP<O.
な差が認められた.
垂直到達点(図8)は303.6cm(:t4.9cm)， 309. 9m3往復走(図6)はいづれも同程度の値で
6咽(i:8.5cm)，306.5cm (:t7 .2cm)， 309.0叩 (i:.ある.
1989 
年と1992年でP<0.05で有意な差が認められた.
で2四日測定が最も高い値である.6.4cm)， 70.1cm (i:.7. 
Ocm). 66.3cm (:t 7.2cm)， 65.2cm (士4.8cm)で4
回の測定中最年少チームが肢も高い値である. 19 
VJ (図7)は67.8cm(i:. 6.5岨)，
は302.8cm
304.4cm (i:.7.3 
ブロックジャンプ到達点(関 8) 
(:t5.3cm). 301.8cm (i:.8.2cm)， 
cm). 307.3cm (:t5.7cm)， 
90年と1992年でP<0.05で有意な差が認められた.
プ、ロックジャンプ(陸17)は67.0cm(:t6.1 cm)， で4[r1!日の測定が最も
高い値である. 1990年と 1992年でP<0.05で有意67.5 cm ( :t7.3cm)， 67.5cm 62.3cm (:t6.2cm)， 
な差が認められた.4回十!の7JlIJ定が最も高い値であ(:t7.3畑)で3，
最高到達点(図8)は313.2cm(士7.0咽)， 316. 
9cm (i:.9.0crn)， 315.8cm (:t8.7cm)， 319.8佃 (i:.
-3-
1990年と 1992年
でP<O.Olで有意な差が認められた.
る. 1990年と1991年でP<0.05，
.. 20 
ε 
、. 
15 
10 
内帥
ε 
u 、. 
70 
60 
50 
40 
30 
_.ー・ 3 STEP 
「一一寸
1989 1990 1991 1992 
( yr ) 
図9 Changes of 3 Step 
-ー-一一日F
l~ l ~
1989 1990 1991 19曹Z
(yr ) 
図1 Changes of B F 
6.6cm)，で4回目が最も高い値である. 1989年と
1992年でP<O.05で有意な差が認められた.
3回跳(図9)は8.73m(:tO.5m)， 8.35m 
(:t0.5m)， 8.72m (:tO.4m)， 8.l9m (士0.4m)，
で1回目が最も高い値である. 1991年と1992年で
P<O.01で有意な差が認められた.
体前屈度(図10)は16.2cm(:t6.0cm)， 7.7cm 
(:t15.3cm)， 17.6cm (:t5.7cm)， 14.1cm (:t6.9cm)， 
で3回目が最も高い値である. 1990年と1991年で
有意な差が認められた.
体後反度(図11)は61.6咽(士6.4佃)， 60.1 cm 
(:t6.4cm)， 61.1cm (:t5.9cm)， 62.6cm (:t7.2cm)， 
で4回目が最も高い値であるが有意な差は認めら
れなかった.
以上の結果から形態聞は， 1989年最年長チーム
.. 60 
g 
u 
40 
20 
-20 
-40 
一-i・-FF 
ド 十ネ寸
1989 1990 1991 1992 
( yr ) 
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の胸囲以外の項目で年々高くなる傾向をしめした.
機能面については， VJ. RJ， 3回跳以外の項目
で3. 4回目の測定時が最も高い値を示した.こ
のことは1990年以降，チームスタッフにフィット
ネスコーチが加わり，選手のコンテ'ィショニング，
体力づくりを行いそれにともなってトレーニング
効果が得られた結果と推察される.又競技成績の
良否を決定する悶子は，技術，体力，精神力，な
どがあげられるが，第 l同大会で予選敗退，第2
回大会で6位.第3回大会2位と，次第に好成績
をおさめられるようになった要因の一つは体力の
向上にあると考える.
次にユースチームの大きな目標であるシニアチー
ムとの比較検討を試みる.シニアチームのデータ
は，最近のチームの中では比較的体力が高いと恩
われる1988年ソウルオリンピック出場時の測定値
とした.
身長はソウルオリンピック出場チーム188.6cm
( :t4.7cm)に対しユースチーム 4回目の測定値が
188.5cmで‘ありほぼ同じ高さである.
指高はソウルチーム241.2佃(土7.3cm)に対し
ユースチーム 4回目が243.7cm(:t5.3cm)で、2.5cm
の差である.身長がほぼ同じで指高高くなったこ
とは，上肢が長くなってきているものと思われる.
以下，有志の差が認められた関1.2--凶16につい
て検討する.
筋力特に背筋力(図12)はソウルチームが196.1kg
(:t27 .Okg)で，ユースチームの 4回の測定中故
も高い1991年との問には有志な差は認められなかっ
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図12 ユースチームとソウルオリンピック
チームの背筋力
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図14 ユースチームとソウルオリンピックチーム
の垂直跳到達点
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図16 ユースチームとソウルオリンピックチーム
の最高到達点
たが23.4kgの違いがある.その他のチームとは30
kg以上で・有意な差が認められ筋力の違いがあるこ
とが明かである.
敏捷↑生のサイドステップ(図13)はソウルチー
ムが60.1 [I~I (:t 2 .4回)に対し，最も高い 3回目
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図13 ユースチームとソウルオリンピックチーム
のサイドステップ
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図15 ユースチームとソウルオリンピックチーム
のブロックジャンプ到達点
とでは3.4回その他のチームとは 8回以上の有志
な差が認められた.
バレーボール競技の特性である高さについて，
ソウルオリンピック出場チームとユースチームの
最も高い値及びその他のチームとの差を下記に示
す.
垂直跳到達点(凶14)では 7cm以上，ブロック
ジャンプ到達点(図15)では 9cm以上，最高到達
点(図16)では10個以上いずれも有意な差が認め
られた. このことは，ユースチームはシニアチー
-5-
ムに対し指高では高いにもかかわらず各種のジャ
ンプによる到達点の高さではまだまだ低いという
ことである.
ユースチームは.筋力，スピード，パワーの点
でシニアチームより劣るが，発育・発達の途上に
あるユースの選手にとっては，上記体力要素のト
レーニング効果は大いに期待できる.
結論
ユース男子チームの体力について検討した結果次
のことが明らかになった.
①身長，指高は年々高くなり，上肢が長くなる傾
向にある.
②機能面の筋力，スピード，パワーはシニアチー
ムよりも劣り， トレーニングが必要である.そ
の効果によっては， ソウル時のシニアチームを
凌ぐ可能性がある.
今回は現状報告のみになったが，今後は発育・
発達途上にあるこれら選手の体力の基準値や目標
値の設定と共に，至適なトレーニングプログラム
の開発も試みるつもりである.
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